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主な内容
　９月13日、まだ暑さが残る秋空の下、三面保育園

で運動会が行われました。

　平日にもかかわらず大勢の方が見守る中、園児た

ちは様々な競技を行い、元気に頑張りました。

　リレーや玉入れなどでは子どもたちの歓声もひと

きわ大きく響きます。

　子どもたちの頑張る姿に、応援席からは大きな拍

手と大声援が送られていました。

三面保育園運動会
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第
３
回
定
例
会 

報
告

　平成23年第３回定例会が９月１日から27日まで、27日間の会期で行われました。
　初日には、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて等が審議され、市長から提出議案の説
明がありました。３日、６日及び７日の３日間において、市政に対する一般質問が行われ、15名の議員が
登壇しました。９日から21日には各常任委員会が開催され、付託された条例制定、補正予算及び平成22
年度の決算等の議案について審査されました。
　最終日には、各常任委員長から審査結果報告があり、採決が行われました。
　本定例会では、市長提案43件、議会側提案の議員発議６件を議決し閉会しました。

第３回定例会での議決結果について
平成23年

■議会側提案
件　　　　名 議決結果

村上市議会基本条例の制定について 原案可決

■人事関係
件　　　　名 議決結果

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（細野忠行氏・再任） 同　意

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について（和田勝義氏・再任） 同　意

■条例関係
件　　　　名 議決結果

村上市税条例等の一部を改正する条例制定に
ついて 原案可決

村上市山北ゆり花温泉・交流の館「八幡」条
例の一部を改正する条例制定について 原案可決

山熊田長期滞在施設条例の一部を改正する条
例制定について 原案可決

朝日グリーン・ツーリズム推進施設条例の一
部を改正する条例制定について 原案可決

朝日シルクフラワー製作工房施設条例の一部
を改正する条例制定について 原案可決

朝日みどりの里農産物直売施設条例の一部を
改正する条例制定について 原案可決

神林いこいの家条例の一部を改正する条例制
定について 原案可決

■予算関係
件　　　　名 議決結果

平成23年度村上市一般会計補正予算（第6号） 原案可決

平成23年度村上市みどりの里特別会計補正予
算（第2号） 原案可決

平成23年度村上市蒲萄スキー場特別会計補正
予算（第1号） 原案可決

平成23年度村上市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号） 原案可決

平成23年度村上市介護保険特別会計補正予算
（第1号） 原案可決

平成23年度村上市下水道事業特別会計補正予
算（第1号） 原案可決

平成23年度村上市集落排水事業特別会計補正
予算（第1号） 原案可決

平成23年度村上市簡易水道事業特別会計補正
予算（第2号） 原案可決

平成23年度村上市一般会計補正予算（第7号） 原案可決

■その他
件　　　　名 議決結果

継続費精算の報告について（一般会計） 報　告

専決処分の報告について
（損害賠償　大須戸ガラス破損) 報　告

専決処分の報告について
（損害賠償　田端町グレーチング車両損傷) 報　告

専決処分の報告について
（損害賠償　下鍜冶屋車庫下屋損傷) 報　告

専決処分の報告について
（損害賠償　山居町保育園園児骨折) 報　告

専決処分の承認を求めることについて（新潟
県市町村総合事務組合規約の変更について) 承　認

市道路線の認定について（５路線） 原案可決

市道路線の変更について（14路線） 原案可決

市道路線の廃止について（１路線） 原案可決
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平成22年度　村上市一般・特別会計決算

件　　　　名 議決結果

専決処分の承認を求めることについて
（専第５号　平成23年度村上市一般会計補正
予算（第４号））

承　　認

村上第一中学校校舎耐震補強・大規模改造
（建築）工事の工事請負契約の締結について

原案可決

平成23年度村上市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

意 見 書

◉ 拡大生産者責任（ＥＰＲ）とデポジット制度の法制化を求める意見書

◉ 軽油引取税の免税措置の継続等を求める意見書

◉ 30人以下学級の実現、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

◉ 私立高校生が学費を心配せずに学べるように、学費軽減助成と経常費助成の増額・拡充を求め
る意見書

　以上の意見書は、第３回定例会で可決され関係行政庁に送付されました。

　　　　　　　　７月25・26日招集

　専決処分においては、６月23日に発生した豪雨に
よる災害復旧のための補正予算が計上され、全会一
致で承認されました。
　また、村上第一中学校校舎耐震補強・大規模改造
工事請負契約の締結、新ごみ処理場の整備・運営事
業に伴う、債務負担行為の一般会計補正予算が提案
され、一般会計補正予算については委員会付託とな
り、25日に総務常任委員会、市民経済常任委員会及
び両委員会による連合審査会にて審査されました。
　26日の本会議において委員長より審査報告があり、
その結果、賛成多数により原案が可決されました。

第４回臨時会

一般会計 特別会計

単位：円

22,339,567,327円

土地取得
111,115（0.0％）

情報通信事業　1,028,508,935（1.8％） みどりの里
257,691,774（0.5％）
蒲萄スキー場
34,873,578（0.1％）
あらかわゴルフ場
59,349,208（0.1％）

国民健康保険
7,248,369,350
（12.9％）

介護保険
6,418,529,693
（11.4％）

集落排水事業
1,097,564,483（1.9％）

簡易水道
621,462,195（1.1％）

国民健康保険診療所　17,673,631（0.0％）
後期高齢者医療　606,418,842（1.1％）

老人保健　3,905,255（0.0％）

介護サービス事業
66,857,761（0.1％）

下水道事業
4,878,251,507
（8.7％）

議会費
191,566,956（0.6％）諸支出金

2,109,436,636（6.2％）
総務費

3,272,338,615
（9.6％）

災害復旧費
31,934,636
（0.1％） 公債費

4,608,473,171
（13.6％）

教育費
4,450,302,539
（13.1％）

民生費
7,755,435,255
（22.8％）

衛生費
2,137,813,095
（6.3％）

消防費
2,125,376,876
（6.3％） 土木費

3,628,845,922
（10.7％）

労働費
82,743,990（0.2％）農林水産業費　1,937,355,176（5.7％）

商工費　1,641,675,959（4.8％）

33,973,298,826円
（100.0％） （100.0％）
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市民 行政

議会

・公正で透明な開かれた議会
・市民の多様な意見を市政へ反映
・わかりやすい表現による議会運営
・市民への説明責任
・政策提言、政策立案能力の強化
・高い倫理観の確立
・議員間の自由な討議
・議員研修の充実強化（第16条）

○議会と議員の活動原則（第2条・第3条）
・積極的な情報提供
・議会の会議の原則公開
・賛否の公表
・市民との情報共有

○市民と議会の関係（第6条）

・意見交換の場
・議会報告会の実施
・市民との協働の推進

○市民参画と協働（第７条）

・市長等との緊張関係の保持
・行政事務の監視と評価

○議員と市長等との関係
　　　　　　　　　　　　　（第９条）

・政策提案の形成過程の説明要求
・論点整理と十分な審議
・市長等の反問権（第14条）

○政策形成過程の説明（第10条）

・条例の制定、議案の修正、決議等に
　よる積極的な提案

○政策立案と政策提言（第11条）

村
上
市
議
会
基
本
条
例
を
制
定

　

９
月
27
日
、
第
３
回
定
例
会
最

終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て

「
村
上
市
議
会
基
本
条
例
」
が
上

程
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
会

運
営
委
員
会
が
議
長
か
ら
「
合
併

後
の
議
会
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
諮
問
を
受
け
、
調
査
研
究

を
進
め
る
中
で
、
議
会
や
議
員
の

活
動
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

　平成20年４月１日、１市２町２村で合併し、県
内随一の広大な面積を占める村上市において、村
上市議会（以下「議会」という。）は、率先して市
民の信頼に応えるため、不断の議会改革を重ねて
いかなければならない。
　市民から選挙で選ばれた議員により構成する議
会は、市民の信託を受けた議事機関として、二元
代表制の趣旨を踏まえ、首長と相互抑制と均衡を
図り、協力・協働しながら、最良の意思決定を導
く役割が求められている。
　議会は、市民の意思を代弁する合議機関である
ことから、市民の多様な意見を代表できる特性を
最大限に活かしていくために、市民の意思を的確
に把握する仕組み・制度を整え、市民との対話を
積極的に求めていく必要がある。
　議会は、その使命を達成するために、これまで
以上に公平・公正・透明な議会運営、開かれた議
会の推進、市民と議会の関係、意思決定機関とし
ての役割などを明記して、市民参加を行い活力あ
る議会活動を目指し、この条例を制定する。
　この条例は、議会及び議員の活動原則等の基本
事項を定めた活動規範であり、議会の最高規範と
なる。

村上市議会基本条例（前文）

至
り
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
条
例
で
は
、
本
則
の
前
に
前
文

を
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
文
で
は
、
議
会
基
本
条

例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や

議
会
と
し
て
市
民
の
付
託
に
確
実

に
応
え
、
何
も
の
に
も
優
先
し
て

議
会
及
び
議
員
が
そ
の
活
動
を
率

先
垂
範
し
て
い
く
と
い
っ
た
固
い

決
意
を
表
す
た
め
、
本
則
に
先
立

ち
こ
の
条
例
が
議
会
の
最
高
規
範

と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
高
ら

か
に
謳
い
あ
げ
、
議
会
の
基
本
的

な
姿
勢
を
市
民
に
示
す
と
同
時

に
、
議
会
及
び
議
員
の
確
固
た
る

決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
、

議
会
と
市
民
が
協
働
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
中
で
、
市
民
一
人
一

人
の
生
活
が
向
上
さ
れ
る
よ
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
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　　　　　板垣千代子反対討論
　「村上市には公党は必要ない」「公党だからといって１人会派を認めるのはおかしい」「政務調査費はこれ
までどおり支給されるから」という意見が会派代表者会議においてありました。合併して以来、全議員が力
を合わせ市民のために取り組んできました。今後も取り組まなければならない大事な時と考えます。公明党
は国会議員から地方議員までを合わせると３千名を超える議員のネットワークがあります。新市でも１人会
派を引き続き認めるよう強く要望します。

　　　　　滝沢　武司賛成討論
　この条例が、今後の当市議会の活性化と議会運営の公平・公正・透明性の高い「開かれた議会運営」に大
きな役割を果たすことを祈念し、議員一人一人が自らの責任で、さらに発展させる努力をする決意を改めて
持つことが大切であります。また、不備を補う際には「基本条例ありき」ではなく、常に条例制定の趣旨と
理念を忘れずに議員の総意と創意、改革への意欲を持ち、全力で市民の付託に応えることが必要であると考
えます。

　　　　　相馬　エイ反対討論

　 「これまで以上に公平・公正・透明な議会運営、開かれた議会の推進」とあります。しかし、公明党、日
本共産党議員は出席できない議会運営委員会において、議会基本条例第５条「同一の理念を共有する議員を
持って会派を結成することができる」から、会派代表者会議申し合せ事項の「ただし公党にあってはひとり
でも会派とみなす」の削除を決定しました。会派代表者会議では異論もあり、意見の一致はみませんでしたが、
政務調査費は出ても、１人会派の排除は民主主義の否定です。

　　　　　山田　昭夫賛成討論
　この案件は、平成20年４月の合併後まもなく、意思決定機関である議会が、市民の皆様に、より信頼され、
確固たる理念を持った議会となるために、これまで３年以上の歳月をかけて調査、研究をし、まとめたもの
であります。この中には議会活動の原則、議員としての活動や市民と議会の関係、議員の政治倫理等が定め
られおり、村上市議会の「最高の規範」となるものであります。これにより、今後、村上市議会の更なる向
上を期待するものです。

　　　　　瀬賀　秀雄反対討論
　いま、声高に議論されている会派とはなんでしょうか。どれだけ会派と言うものが市民に認知されている
でしょうか。今すべき事は議員の憲法とも言うべき議会基本条例の中身を討論することです。会派論議は何
ら市民に有益にはなりません。私は、議会基本条例と自治基本条例は「市を運営するための両輪」だと考え
ます。条例の意味は良く理解していますが、自治基本条例が未だ定かでない当市において片輪だけ回り始め
るのは住民にとってプラスにはならないと考えます。

　この条例の提案については、去る平成20年６月に議長から議会運営委員会に諮問のあった「合併後の
議会運営のあり方について」はどうあるべきか、といったことについて調査研究を進めてきた結果、よ
り公平、公正で透明な開かれた議会となるためには、不断の議会改革を進めていくことが何よりも重要
であり、議会及び議員の活動のあり方を定めた議会基本条例を制定することにより、議員はもとより、
議会においてもこの議会基本条例を最高規範として定め、その活動を進めることが唯一、最良の選択で
あると答申したことにより提案することとしたものです。これまで以上に市民の信頼に応える議会とな
るため、議会基本条例の趣旨に従い議会及び議員が確固たる信念のもと、その取組みを進めることが真
の議会改革に繋がるものと考えています。

「村上市議会基本条例の制定について」に対する討論
　９月定例会最終日に議会運営委員会副委員長の小林重平議員から、「村上市議会基本条例の制定について」
の議員発議が提出されました。
　これに対し、反対（３人）賛成（２人）の討論が行われ、起立採決の結果、起立多数で可決されました。

 提案理由　 小林　重平
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委
員
会
審
査
報
告
⑴

【
歳
入
】

　

問　  

震
災
関
連
で
、
国
庫
補
助
金

が
約
３
割
削
減
さ
れ
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
が
６
２
７
０
万

円
減
額
補
正
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
震
災
関
連
で
の
減
額
補
正

は
あ
り
ま
す
か
。

　

答　  

下
水
道
関
係
で
も
同
様
の
通

知
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
国
の
方

針
が
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
は
不

明
で
す
が
、
削
減
の
影
響
は
少
な

か
ら
ず
あ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

消
防
費
に
お
い
て
、
国
庫
補

２3
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

か
。

　

答　  

納
税
相
談
を
積
極
的
に
行
い
、

実
状
に
応
じ
た
分
納
や
納
税
計
画

等
の
納
税
支
援
、
新
た
な
滞
納
者

を
出
さ
な
い
た
め
に
督
促
状
の
送

付
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

徴
税
体
制
の
強
化
に
お
い
て
は
、

職
員
数
の
減
や
県
税
徴
収
機
構
へ

の
出
向
等
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
徴
税
体
制
で
最
大
限
努
力
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

問　  

支
払
能
力
が
あ
り
な
が
ら
滞

納
し
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
預
金

や
所
得
税
の
還
付
等
の
差
押
え
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
の
徴
収
機
構
へ
の
引
継
等
を
行

い
、
よ
り
厳
格
な
滞
納
処
分
を
行

っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

　

問　  

合
併
に
よ
り
本
庁
・
支
所
に

は
不
要
と
な
っ
た
庁
用
備
品
が
多

く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
管
理
や

処
分
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

　

答　  

合
併
し
て
本
庁
・
支
所
と
も

に
庁
用
備
品
の
把
握
も
で
き
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
22
年
度
に
緊
急
雇

用
対
策
の
一
環
と
し
て
、
備
品
台

帳
を
整
理
し
ま
し
た
。
不
要
と
な

射
線
測
定
器
） 

２
台
購
入
分
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
の

購
入
配
備
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

補
正
分
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
借
用
し
、
測
定
し
て
い
る
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
の
借
用
期
限
が
９
月

末
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規

に
購
入
し
対
応
す
る
も
の
で
す
。

　

来
年
度
は
、
現
在
、
県
か
ら
借

り
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
５
台

を
当
初
予
算
で
購
入
し
、
消
防
本

部
と
４
分
署
に
配
備
し
て
測
定
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
歳
入
】

　

問　  

市
民
税
の
収
入
未
済
額
が
約

５
億
円
と
あ
り
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
徴
税
体
制
の
強
化
や
滞
納
額

を
減
ら
す
対
策
等
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
ま
し
た

２２
年
度 
一
般
会
計
決
算
認
定

助
金
が
全
額
削
減
と
あ
り
ま
す
が

こ
の
使
途
は
な
ん
で
す
か
。

　

答　  

救
急
車
を
購
入
す
る
予
定
で

し
た
が
、
補
助
金
申
請
が
不
採
択

と
な
り
、
全
額
削
除
補
正
し
ま
す
。

　

問　  
予
定
し
た
救
急
車
は
購
入
し

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

　

答　  

消
防
債
１
０
９
０
万
円
を
計

上
し
、
救
急
車
を
購
入
し
ま
す
。

　

問　  

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
支
援
事
業
補
助
金
が
７
７
０
万

円
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
度

途
中
に
お
け
る
補
助
金
減
額
の
理

由
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　

答　  

サ
ッ
カ
ー
く
じ
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
」

か
ら
の
補
助
金
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
不
採
用
の
通
知
が
き
た

た
め
減
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
そ
の
分
を
一
般
財

源
で
補
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

・
消
防
費

　

問　  

防
災
対
策
費
の
１
２
０
万
円

は
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
携
帯
用
放

※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員
会
で

　

作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

	

◎
小
池　
　

晃	

◯
瀬
賀　

秀
雄

	　

木
村　

貞
雄	　

滝
沢　

武
司

　

小
野
七
五
三	　

石
嶋　

修
平

	　

佐
藤　

宮
吉

総
　
務

　
常
任
委
員
会

っ
た
庁
用
物
品
は
、
廃
棄
処
分
伺

い
を
出
し
て
も
ら
い
、
使
用
可
能

な
も
の
は
、
公
売
の
可
否
を
判
断

し
、
廃
棄
や
公
売
等
の
手
続
き
を

し
ま
し
た
。

・
土
地
取
得
特
別
会
計

・
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

２２
年
度 

特
別
会
計
決
算

ポケット線量計
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問　  

今
回
修
繕
す
る
機
械
は
か
な

り
老
朽
化
し
て
い
ま
す
が
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

専
門
に
扱
っ
て
い
る
修
理
工

場
に
委
託
し
て
い
ま
す
の
で
、
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。

・
衛
生
費

　

問　  

水
質
検
査
委
託
料
が
当
初
と

違
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

答　  

差
額
は
入
札
結
果
に
よ
る
も

の
で
す
。

・
労
働
費

　

問　  

職
業
相
談
業
務
等
委
託
料
が

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
理
由
は
。

　

答　  

相
談
費
用
や
時
間
外
が
減
額

さ
れ
た
こ
と
や
、
保
護
者
懇
談
会

の
回
数
が
減
っ
た
た
め
で
す
。

・
農
林
水
産
業
費

　

問　  

村
上
牛
生
産
振
興
対
策
事
業

補
助
金
や
、
素
牛
導
入
資
金
利
子

補
給
金
の
執
行
率
が
低
い
理
由
は

何
で
す
か
。

　

答　  

繁
殖
牛
が
３
頭
、
飼
育
牛
が

14
頭
な
ど
、
補
助
対
象
が
少
な
い

こ
と
と
、
他
の
補
助
枠
等
も
模
索

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

　

問　  
開
場
日
は
い
つ
か
ら
い
つ
迄

２２
年
度 

一
般
会
計
決
算

２２
年
度 

特
別
会
計
決
算

◆ 

村
上
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

国
の
法
改
正
に
伴
い
、
市
に

お
い
て
も
改
正
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
な
ぜ
国
は
改
正
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

　

答　  

今
の
経
済
状
況
を
勘
案
し
て

の
改
正
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

◆ 

村
上
市
山
北
ゆ
り
花
温
泉
・
交
流

の
館
「
八
幡
」
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

民
宿
組
合
の
宿
泊
料
金
改
定

	

◎
大
滝　

国
吉	
◯
板
垣　

栄
一

	　

鈴
木
い
せ
子	　

小
杉　

和
也

　

山
田　

昭
夫	　

齋
藤
信
一
郎

	　

三
田　

敏
秋

市
民
経
済

　
常
任
委
員
会

に
よ
る
も
の
と
の
説
明
で
す
が
、

値
上
げ
額
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

　

答　  

５
０
０
円
の
値
上
げ
で
す
。

◆ 

朝
日
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

開
館
時
間
を
定
め
て
い
な
か

っ
た
の
で
付
け
加
え
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　

答　  

今
回
、
提
案
時
間
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。

◆ 
朝
日
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
製
作
工

房
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す

る
た
め
改
正
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
修
繕
等
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

答　  

他
の
指
定
管
理
者
と
同
じ
扱

い
で
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
指

定
管
理
者
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆ 

朝
日
み
ど
り
の
里
農
産
物
直
売

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

指
定
管
理
者
は
現
在
運
営
し

て
い
る
組
合
に
な
る
の
で
す
か
。

　

答　  

そ
の
予
定
で
す
。

・
総
務
費

　

問　  

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
で
総

合
案
内
臨
時
職
員
の
10
月
か
ら
３

２3
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

月
ま
で
の
賃
金
補
正
が
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
は
９
月
で
契
約
が
終

了
し
て
い
た
の
で
す
か
。

　

答　  

９
月
ま
で
の
実
績
を
見
な
が

ら
10
月
以
降
の
継
続
を
改
め
て
検

討
す
る
と
し
た
方
針
に
基
づ
い
た

も
の
で
す
。

・
農
林
水
産
業
費

　

問　  

新
規
の
事
業
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
訳
は
何
で
す
か
。

　

答　  

県
の
補
助
事
業
が
３
月
頃
に

計
画
さ
れ
、
そ
の
後
、
事
業
確
定

し
た
た
め
で
す
。

◆
み
ど
り
の
里
特
別
会
計

　

問　  

山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
を
つ
く
る

組
合
の
自
立
を
支
援
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
組
合
が
直
接
販
売
し
た
ほ

う
が
利
益
に
繋
が
る
の
で
は
。

　

答　  

販
売
の
権
利
の
関
係
か
ら
み

ど
り
の
里
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

２3
年
度 
特
別
会
計
補
正
予
算

の
予
定
で
し
た
か
。

　

答　  

当
初
は
12
月
23
日
か
ら
３
月

13
日
迄
の
予
定
で
し
た
が
、
実
際

は
12
月
31
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

で
し
た
。

　

問　  

稼
働
日
が
少
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
賃
金
が
増
え
て
い
る
理

由
は
何
で
す
か
。

　

答　  

降
雪
の
多
い
日
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
稼
働
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場
特
別
会
計

　

問　  

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
整
備
用
機

械
リ
ー
ス
料
が
当
初
と
違
っ
て
い

ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

　

答　  

納
入
時
期
が
当
初
と
違
っ
た

た
め
で
す
。

　

問　  

指
定
管
理
者
制
度
に
な
っ
て

も
、
水
質
検
査
手
数
料
、
浄
化
槽

法
定
検
査
料
、
保
険
料
、
施
設
維

持
費
、
経
理
業
務
委
託
料
等
は
今

ま
で
と
同
じ
に
扱
わ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

答　  

今
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

条
件
の
中
に
組
み
込
ま
せ
て
い
ま

す
。

◆
み
ど
り
の
里
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

山北ゆり花温泉・交流の館「八幡」

朝日みどりの里
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◆ 

神
林
い
こ
い
の
家
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

問　  

こ
の
施
設
は
あ
か
ま
つ
荘
や

寿
山
荘
、
荒
川
い
こ
い
の
家
同
様

の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
あ
り
、
３

つ
の
施
設
は
す
で
に
指
定
管
理
に

伴
う
条
例
改
正
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
な
ぜ
こ
こ
だ
け
遅
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

　

答　  

利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
生
き

	

◎
川
村　

敏
晴	
◯
板
垣
千
代
子

	　

板
垣　

一
徳	　

大
滝　

久
志

　

小
林　

重
平	　

冨
樫
宇
栄
一

	　

長
谷
川　

孝	

厚
生
文
教

　
常
任
委
員
会

が
い
活
動
の
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
方
で
、
現
在
、
委
託

事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
も
指
定
管
理
の
事
業
に
含
め

ら
れ
な
い
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
的
に
委
託
事
業
と
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
検

討
に
時
間
が
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

　

問　  

条
例
の
13
条
の
４
項
目
で
す

が
利
用
料
金
を
そ
の
収
入
と
し
て

収
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
指
定
管

理
で
は
、
利
用
料
金
は
市
に
入
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

答　  

指
定
管
理
の
形
態
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
他
の
施
設
で
利
用

料
が
あ
る
も
の
は
こ
こ
と
同
じ
形

態
で
行
っ
て
い
ま
す
。

・
民
生
費

　

問　  

老
人
福
祉
費
の
生
き
が
い
活

動
支
援
経
費
で
計
上
さ
れ
て
い
る

経
費
は
鍛
治
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

イ
ホ
ー
ム
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
施
設
の
利
用
者
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

平
成
22
年
度
の
「
人
形
さ
ま

巡
り
」
や
「
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
」

な
ど
で
こ
の
施
設
を
利
用
し
た
人

数
も
含
め
る
と
、
２
、
８
９
６
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２3
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

　

問　  

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
施
設

が
村
上
市
で
は
４
施
設
あ
り
、
他

市
よ
り
も
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

答　  

利
用
状
況
は
上
が
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
増
設
等
に

つ
い
て
は
検
討
段
階
で
す
。

　

問　  

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
保
育

士
を
増
員
し
た
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
待
機
園
児
は
い
な
く
な

る
の
で
す
か
。

　

答　  

10
月
か
ら
の
乳
児
の
入
園
希

望
の
補
正
で
す
。
こ
の
事
業
を
活

用
さ
せ
て
頂
き
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　  

予
防
費
の
乳
幼
児
・
児
童
生

徒
予
防
接
種
委
託
料
返
還
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

答　  

返
還
さ
れ
た
分
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
の
分
で
あ
り
、

交
付
金
額
よ
り
も
実
績
が
下
回
っ

た
た
め
返
還
と
な
り
ま
し
た
。

・
教
育
費

　

問　  

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
98

人
の
申
請
が
あ
り
11
人
の
方
が
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
で
す

か
。

　

答　  

い
ず
れ
の
方
も
所
得
要
件
が

大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

審
査
委
員
会
で
不
採
用
と
な
り
ま

し
た
。

　

問　  

ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
費
で
愛

ラ
ン
ド
あ
さ
ひ
の
予
算
は
サ
ッ
カ

ー
く
じ
「
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
」
の
補
助
金

が
該
当
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

大
き
く
減
額
さ
れ
、
活
動
に
響
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

答　  

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
「
ｔ

ｏ
ｔ
ｏ
」
に
事
業
申
請
す
る
段
階

で
、
文
化
事
業
を
過
大
に
申
請
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現
状
の
予

算
で
で
き
る
も
の
と
し
て
若
干
事

業
を
縮
小
し
、
予
算
を
減
額
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

問　  

小
中
学
校
の
特
別
教
育
支
援

費
は
、
昨
年
よ
り
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
増
え
る
予
定
で
す

か
。

　

答　  

全
国
的
に
支
援
を
要
す
る
子

供
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
市
に
お

い
て
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
細
や
か
な

対
応
を
し
て
い
く
た
め
に
学
校
と

も
い
ろ
い
ろ
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

◆
条
例
制
定　
４
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆ 

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た

２3
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

２２
年
度 

一
般
会
計
決
算

２２
年
度 

特
別
会
計
決
算

神林いこいの家

村上市コミュニティデイホーム
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委
員
会
審
査
報
告
⑷

・
土
木
費

　

問　  

消
雪
パ
イ
プ
の
井
戸
を
掘
る

場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

　

答　  

村
上
市
塩
町
に
あ
る
井
戸
で
、

ケ
ー
シ
ン
グ
が
腐
れ
た
た
め
に
掘

り
直
し
を
す
る
も
の
で
す
。

・
災
害
復
旧
費

　

問　  

７
月
28
日
の
水
害
で
は
市
内

で
何
カ
所
が
被
災
し
ま
し
た
か
。

　

答　  

村
上
地
区
で
は
13
カ
所
、
神

２3
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

	

◎
平
山　
　

耕	
◯
小
田　

信
人

	　

本
間　

清
人	　

川
崎　

健
二

　

相
馬　

エ
イ	　

山
田　
　

勉

建
設
企
業

　
常
任
委
員
会

林
地
区
５
カ
所
、
荒
川
地
区
２
カ

所
の
計
20
カ
所
で
す
。

　

問　  

災
害
復
旧
の
補
助
対
象
に
は

な
ら
な
い
の
で
す
か
。

　

答　  

荒
川
地
区
の
市
道
橋
が
、
被

害
額
１
２
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ

災
害
対
象
の
査
定
に
入
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

問　  
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
伴

い
、
補
助
金
が
３
割
削
減
さ
れ
た

た
め
、
市
全
体
で
５
・
４
㎞
の
工

事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
今
年
１
年
限
り
の
措
置
で

す
か
。

　

答　  

毎
年
６
月
に
次
年
度
の
予
算

要
望
が
あ
り
、
来
年
度
に
つ
い
て

は
例
年
通
り
３
割
削
減
を
し
な
く

て
よ
い
と
の
答
弁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

問　  

１
７
９
９
万
９
千
円
の
移
設

補
償
金
に
つ
い
て
、
詳
細
を
伺
い

ま
す
。

　

答　  

山
北
地
区
府
屋
の
大
川
に
か

か
る
歩
道
橋
工
事
に
伴
う
下
水
道

管
の
補
償
工
事
の
た
め
、
県
か
ら

入
る
補
償
金
で
す
。

　

問　  

下
水
道
汚
泥
の
放
射
性
物
質

の
有
無
に
つ
い
て
、
検
査
は
行
い

ま
し
た
か
。

２3
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

　

答　  

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
６

月
21
日
に
各
地
区
５
カ
所
で
検
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

月
中
に
再
度
検
査
を
す
る
予
定
で

準
備
し
て
い
ま
す
。

・
土
木
費

　

問　  

土
木
管
理
費
が
前
年
度
よ
り

７
億
１
千
８
０
０
万
円
減
額
の
理

由
は
何
で
す
か
。

　

答　  

工
事
請
負
額
が
６
億
１
８
０

０
万
円
程
減
額
に
な
っ
て
い
る
の

が
最
大
の
理
由
で
す
。

　

問　  

衛
生
費
の
繰
出
金
が
１
億
９

８
６
１
万
円
出
て
い
ま
す
が
、
ど

の
事
業
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

答　  

水
道
事
業
債
元
利
償
還
分
の

半
分
と
管
理
分
で
す
。

　

問　  
港
湾
管
理
費
で
一
般
経
費
が

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

　

答　  
港
湾
の
事
業
が
少
な
く
、
県

の
負
担
金
も
な
く
な
っ
た
た
め
で

す
。
市
で
は
協
議
会
の
負
担
金
の

み
支
出
し
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

問　  

不
納
欠
損
額
が
１
４
３
万
１

千
円
も
あ
り
ま
す
が
、
回
収
で
き

な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

２２
年
度 

一
般
会
計
決
算

２２
年
度 

特
別
会
計
決
算

　

答　  

主
な
理
由
は
、
滞
納
者
が
死

亡
し
た
場
合
や
失
業
に
よ
る
生
活

困
窮
者
と
な
っ
た
も
の
や
企
業
倒

産
等
で
す
。
職
員
に
は
時
効
に
な

ら
な
い
よ
う
粘
り
強
く
徴
収
す
る

よ
う
指
導
し
て
お
り
、
前
年
度
よ

り
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

下
水
道
会
計
は
実
質
ど
の
く

ら
い
の
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

企
業
会
計
で
あ
り
、
維
持
的

経
費
と
投
資
的
経
費
が
あ
り
ま
す
。

維
持
的
経
費
は
過
去
２
年
間
を
見

る
と
５
千
万
円
位
ず
つ
を
一
般
会

計
よ
り
繰
入
れ
て
い
ま
す
。
加
入

促
進
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

問　  

農
業
集
落
排
水
受
益
者
負
担

金
で
、
不
納
欠
損
額
、
収
納
未
済

額
は
何
件
で
す
か
。

　

答　  

現
年
度
分
は
22
件
、
繰
越
欠

損
額
が
34
件
で
す
。
ま
た
、
使
用

料
に
つ
い
て
は
農
集
排
で
１
３
６

件
、
漁
集
排
で
４
件
で
す
。

　

問　  

現
在
の
農
業
集
落
排
水
事
業

に
お
け
る
市
債
残
高
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

22
年
度
末
現
在
で
99
億
７
３

７
６
万
円
で
す
。

　

問　  

償
還
利
子
で
２
億
１
０
０
万

円
と
あ
り
ま
す
が
、
高
い
利
子
の

事
業
債
を
繰
上
償
還
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
か
。

　

答　  

繰
上
償
還
す
る
場
合
は
３
％

程
度
の
補
償
金
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
借
り
替
え
し
た

方
が
得
な
場
合
は
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

問　  

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
検
査
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

答　  

３
月
24
日
か
ら
９
月
14
日
ま

で
、
計
24
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
と
も
に
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

問　  

給
水
人
口
が
前
年
度
と
比
較

し
て
１
３
４
６
人
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
原
因
は
何
で
す
か
。

　

答　  

今
年
度
か
ら
住
民
基
本
台
帳

を
基
に
給
水
人
口
を
計
算
し
ま
し

た
。
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

問　  

料
金
統
一
に
向
け
た
今
後
の

考
え
方
は
ど
う
で
す
か
。

　

答　  

「
平
成
2６
年
度
ま
で
に
料
金

の
統
一
を
」
と
の
答
申
を
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
他
の
使
用
料
と
の

整
合
性
を
考
慮
し
、
検
討
し
て
い

ま
す
。

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

２２
年
度 

上
水
道
事
業
決
算

豪雨時の災害現場
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一　

般　

質　

問 

⑴

市
政
を
問
う
！！

─ 
15
名
が
一
般
質
問 

─

　

９
月
５
日
・
６
日
・
７
日
の
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
一
般
質

問
に
15
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

質
問
及
び
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

　

※
一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

日
沿
道
の
新
潟
・
山
形
県
境
ル
ー
ト

の
計
画
段
階
評
価
に
着
手
す
る
決
定
が
な

さ
れ
た
と
先
日
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
政
権
が
基
本
計
画
と
整
備
計

画
の
中
間
に
新
し
い
仕
組
み
と
し
て
計
画

段
階
評
価
を
導
入
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
月
か
ら
計
画
段
階
評
価
に
入
り
、
地
方

小
委
員
会
を
開
き
、
事
業
の
必
要
性
や
内

容
を
検
証
し
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
何
か
、

政
策
目
標
に
応
じ
て
評
価
項
目
を
設
定
し
、

大滝　久志 議員

日
沿
道
の
計
画
段
階
評
価
に
つ
い
て

代
替
案
を
提
示
し
、
具
体
的
デ
ー
タ
や
コ

ス
ト
等
か
ら
比
較
評
価
を
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
１
年
か
か
る
の
か
５
年
な
の
か
そ

れ
以
上
か
か
る
の
か
が
大
き
な
問
題
と
思

い
ま
す
。
こ
の
期
間
を
い
か
に
短
縮
す
る

か
が
課
題
と
考
え
ま
す
。
市
長
の
見
通
し

と
そ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

答   

計
画
段
階
評
価
は
「
国
土
交
通
省
所

管
公
共
事
業
に
お
け
る
政
策
目
標
評
価
型

事
業
評
価
の
導
入
の
基
本
方
針
」
に
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
環
境
影
響
評
価
や
都

市
計
画
決
定
等
の
手
続
き
に
入
る
前
の
段

階
で
実
施
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
公
共
事
業
の
場
合
に
は
、
事
業

採
択
時
に
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
場
合
は
事
業
に
向

か
っ
て
大
き
く
進
展
し
た
も
の
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

計
画
段
階
評
価
の
検
討
に
は
解
決
す
べ

き
課
題
の
把
握
、
原
因
分
析
、
政
策
目
標

の
明
確
化
、
代
替
案
な
ど
数
ル
ー
ト
の
比

較
や
評
価
を
行
う
等
と
あ
り
ま
す
が
、
地

元
の
同
意
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、

国
土
交
通
省
、
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
し
、
今
後
も
事
業
実
施
に
向
け
て
懸

命
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日沿道新潟・山形県境ルート
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一　

般　

質　

問 

⑵

旧山辺里小学校

まいづる公園にあるようなトイレ整備が必要

冨樫宇栄一 議員小杉　和也 議員

市
の
遊
休
施
設
の
活
用
方
法
は

市
の
医
療
費
抑
制
策
は

種
川
と
村
上
藩
士
「
青
砥
武
平
治
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
し

中
央
図
書
館
の
開
館
を
午
後
９
時
ま
で
に

　

問　  

学
校
や
保
育
園
の
統
廃
合
等
に
よ
り
、

廃
止
と
な
っ
た
施
設
の
利
活
用
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
利
用
の
希
望
が
あ
る
も

の
は
早
く
結
論
を
出
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
検
討
委
員
会
等
は
あ
り
ま
す
か
。

 

答   

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
福
祉
団
体
施
設
と

し
て
利
用
が
可
能
な
限
り
有
効
活
用
に
努

め
て
い
ま
す
。
旧
山
辺
里
小
学
校
・
旧
門

前
谷
小
学
校
は
、
現
在
は
行
政
財
産
と
し

て
管
理
し
て
い
ま
す
し
、
旧
山
辺
里
小
学

　

問　  

市
民
経
済
常
任
委
員
会
で
視
察
に
行

っ
た
函
館
市
で
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
交
流
人

口
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
村
上
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
で
す
か
。

 

答   

９
月
中
旬
に
文
化
庁
に
行
っ
て
話
を

し
て
き
ま
す
し
、
指
定
に
向
け
て
協
議
し

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

問　  

有
名
な
観
光
地
の
ト
イ
レ
は
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
ど
の

校
の
校
舎
１
階
部
分
は
今
回
の
大
震
災
の

避
難
者
救
援
物
資
保
管
場
所
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
要
望
が
あ
る
も
の
も
含
め
、
教
育
委

員
会
だ
け
で
な
く
、
他
の
部
局
や
地
域
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
委
員
会
も
設
置
し
ま
す
。

　

問　  

今
年
度
も
国
民
健
康
保
険
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
市
民
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
で
す
か
。

 

答   

観
光
客
に
と
っ
て
は
敏
感
な
部
分
で

す
の
で
、
十
分
に
考
え
て
整
備
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

問　  

村
上
市
の
食
文
化
を
代
表
す
る
の
は

鮭
で
す
。
村
上
藩
士
の
青
砥
武
平
治
が
鮭

の
回
帰
性
を
利
用
し
、
世
界
で
初
め
て
考

案
し
た
種
川
は
、
村
上
の
観
光
の
目
玉
に

も
な
り
え
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

 

答   

種
川
は
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
に
取

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
医
療
費
の
抑
制

が
大
き
な
課
題
で
す
。
現
在
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

答   

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
の
普
及
や
重

複
頻
回
受
診
者
の
訪
問
指
導
等
を
行
い
、

水
面
で
県
と
協
議
を
し
、
環
境
整
備
に
入

っ
て
い
ま
す
。
２
年
後
、
生
誕
３
０
０
年

を
迎
え
る
青
砥
武
平
治
や
種
川
に
つ
い
て

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　  

六
次
産
業
化
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た

が
、
六
次
産
業
化
を
進
め
る
た
め
に
は
国

の
補
助
金
等
を
活
か
し
て
、
朝
日
み
ど
り

の
里
物
産
会
館
な
ど
に
加
工
品
を
販
売
す

る
た
め
の
冷
蔵
設
備
を
充
実
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

 

答   
国
の
制
度
等
を
活
用
し
な
が
ら
全
力

を
挙
げ
て
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　

問　  

中
央
図
書
館
脇
に
新
設
さ
れ
る
（
仮

称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
は

こ
こ
数
年
、
外
来
医
療
費
は
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
先
進
医
療
の
発
達
に
よ

り
、
入
院
医
療
費
、
特
に
高
額
医
療
費
の

増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
特
定
健
診
、

保
健
指
導
、
各
種
が
ん
検
診
や
病
気
予
防
、

健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

特
定
健
診
の
受
診
率
が
40
％
と
低
い

た
め
、
市
を
挙
げ
て
啓
発
運
動
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
ま
た
病
気
を
せ
ず
、
医
療
費

を
使
わ
な
か
っ
た
人
に
は
保
険
料
の
一
部

免
除
等
も
考
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

 

答   

受
診
率
の
向
上
に
は
努
力
し
ま
す
。

医
療
費
を
全
然
使
わ
な
か
っ
た
人
へ
の
優

遇
措
置
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

か
る
た
め
に
、
午
後
９
時
ま
で
開
館
す
る

日
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

 

答   

子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
の
こ
と
を

考
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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問 

⑶

山田　　勉 議員川村　敏晴 議員

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

地
域
ま
ち
づ
く
り
、
既
存
組
織
と
の
関
係
は

人
件
費
削
減
主
義
の
指
定
管
理
者
制
度
で
「
郷
育

の
ま
ち
・
村
上
」
の
教
育
理
念
が
守
ら
れ
る
か

　

問　  

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
村
上
市
の
海
岸
線
に
お

い
て
は
、
介
護
福
祉
施
設
や
小
学
校
な
ど

多
く
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
現
状
を
総
点

検
し
洪
水
、
土
砂
災
害
や
地
震
、
津
波
等

す
べ
て
の
災
害
に
つ
い
て
最
悪
な
事
態
を

想
定
し
て
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

 

答   

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
日
本
海

　

問　  

地
域
ま
ち
づ
く
り
組
織
に
つ
い
て
、

既
存
組
織
と
の
関
係
等
も
含
め
、
明
確
な

存
在
意
義
を
伺
い
ま
す
。

 

答   

各
地
区
の
特
色
を
活
か
し
た
元
気
づ

く
り
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
ま
ち
づ
く
り
組
織
は
、
協
働

の
力
を
発
揮
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
母
体
と
位
置
づ
け
、
地
域
の
方
々
が
築

き
上
げ
た
既
存
の
組
織
や
団
体
と
連
携
・

協
力
し
、
共
に
組
織
の
活
性
化
に
繋
げ
て

の
海
底
で
発
生
す
る
地
震
の
、
津
波
の
大

き
さ
や
到
達
時
間
等
を
解
析
し
、
浸
水
区

域
や
要
避
難
区
域
、
避
難
場
所
や
避
難
経

路
等
を
地
図
上
に
表
示
し
、
市
民
の
防
災

対
策
に
役
立
て
る
た
め
作
成
し
ま
す
。
指

定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
所
か
ら
優
先
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　  

嫁
婿
対
策
に
つ
い
て
、
少
子
化
の
要

因
の
ひ
と
つ
に
未
婚
、
晩
婚
の
傾
向
が
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
安
心
し
て
子
供
を
産

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

問　  

人
件
費
削
減
を
第
一
主
義
と
す
る
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
、
幼
保
・
小
・

中
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
「
郷
育
の
ま
ち
・
村
上
」
の

教
育
理
念
が
守
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す

か
。

 

答   

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
人
件
費

の
削
減
が
第
一
主
義
で
は
な
く
、
本
市
が

保
育
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
視

み
育
て
る
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。
男

女
が
出
会
い
、
共
に
活
動
で
き
る
場
を
提

供
し
、
多
く
の
方
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

市
で
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

合
併
当
初
７
万
人
だ
っ
た
市
の
人
口
も
、

現
在
は
６
万
７
千
人
台
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

答   

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
多
く
の

方
々
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
と
同
時
に
出
会
い
の
場
と

し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
７
月
に
「
恋
人
の
聖
地
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
瀬
波
温
泉
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
複

点
を
最
優
先
と
し
「
心
身
共
に
健
康
な
子

ど
も
」
と
い
う
本
市
の
保
育
目
標
を
ベ
ー

ス
に
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
保
育

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　  

三
つ
子
の
魂
百
ま
で
、
と
あ
る
よ
う

に
子
育
て
の
基
本
は
幼
児
教
育
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
統
合
保
育
園
の
受
皿
に
は
地

元
事
業
者
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
適
切

な
指
定
管
理
者
を
地
元
か
ら
出
す
た
め
に

も
、
行
政
で
指
導
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

 

答   
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
際
し
て

は
「
新
潟
県
内
の
保
育
経
歴
の
あ
る
社
会

福
祉
法
人
」
と
し
、
一
定
期
間
、
統
合
す

る
３
保
育
園
の
職
員
と
指
定
管
理
者
に
よ

る
合
同
保
育
を
行
う
こ
と
や
臨
時
保
育
士

数
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
採
用
、
保
護
者
と
市
及
び
指
定
管
理
者

が
互
い
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

災害現場（荒川地区）
まちづくりワークショップのようす

（荒川地区）
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問 

⑷

瀬賀　秀雄 議員滝沢　武司 議員

海
岸
浸
食
対
策
を
急
げ
！

教
職
員
の
超
過
勤
務
実
態
を
改
善

し
、
子
ど
も
た
ち
と
十
分
立
ち
向
か

え
る
時
間
を
！

　

問　  

岩
船
港
突
堤
か
ら
荒
川
河
口
ま
で
の

海
岸
浸
食
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

 

答   

岩
船
港
か
ら
南
に
約
１
・
６
㎞
は
岩

船
港
港
湾
地
域
内
に
位
置
す
る
岩
船
港
海

岸
上
浜
地
区
海
岸
で
す
。
上
浜
地
区
海
岸

か
ら
荒
川
河
口
ま
で
の
約
２
・
５
㎞
は
海

岸
保
全
区
域
の
塩
谷
海
岸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
両
海
岸
は
県
が
管
理
者
で
あ
る

の
で
、
県
で
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

20
年
12
月
議
会
で
教
職
員
の
「
多
忙

化
解
消
の
具
体
策
」
を
質
問
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
ま
し
た
か
。

 

答   

昨
年
、
県
教
委
の
「
多
忙
化
解
消
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
と
併
せ

て
、
本
市
で
も
会
議
の
精
選
、
諸
調
査
や

部
活
動
の
運
営
改
善
等
、
毎
月
の
校
長
会

等
を
通
し
て
指
導
と
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

問　  

そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ

上
浜
地
区
海
岸
は
平
成
７
年
度
ま
で
に
整

備
し
、
塩
谷
海
岸
は
平
成
21
年
度
ま
で
に

離
岸
提
や
突
堤
、
養
浜
整
備
、
そ
し
て
緩

傾
斜
護
岸
約
３
４
０
ｍ
の
整
備
を
完
了
し

て
い
ま
す
。

　

問　  

塩
谷
海
岸
は
平
成
12
年
度
か
ら
浸
食

対
策
事
業
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
、
現
在

は
緩
傾
斜
護
岸
や
、
海
岸
か
ら
離
岸
提
へ

真
っ
す
ぐ
に
伸
び
た
突
堤
の
効
果
も
あ
り
、

海
浜
が
徐
々
に
回
復
し
て
き
ま
し
た
。
し

て
き
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

 

答   

勤
務
時
間
終
了
後
、
２
時
間
以
上
の

居
残
り
は
、
昨
年
７
月
比
で
約
45
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
特
定
の
教
職
員

に
業
務
が
集
中
し
、
部
分
的
に
超
過
勤
務

解
消
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
学
校
も
見

ら
れ
る
の
で
、
今
後
も
各
学
校
へ
の
指
導

を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

問　  

学
校
全
体
へ
の
指
導
や
支
援
は
理
解

か
し
未
だ
３
分
の
２
は
未
着
工
で
す
。
冬

の
大
し
け
と
も
な
れ
ば
、
真
黒
な
大
波
が

軒
下
ま
で
押
し
寄
せ
、
波
し
ぶ
き
が
窓
ガ

ラ
ス
に
激
し
く
打
ち
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
方
法
で
残
り
の
部
分
も
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

 

答   

幾
度
と
な
く
県
や
国
へ
陳
情
を
し
て

い
ま
す
。
工
法
に
関
し
て
は
県
・
国
で
も

よ
り
効
果
の
あ
る
方
法
を
研
究
し
て
い
ま

す
。

　

問　  

真
冬
の
光
景
を
映
像
で
残
し
た
方
が

よ
り
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

県
及
び
国
の
担
当
官
に
は
１
月
か
ら
２
月

の
大
荒
れ
の
時
に
ぜ
ひ
海
岸
の
視
察
に
来

て
頂
き
、
海
岸
線
に
隣
接
す
る
集
落
セ
ン

で
き
ま
す
が
、
教
職
員
の
勤
務
実
態
そ
の

も
の
が
超
過
勤
務
実
態
を
せ
ざ
る
得
な
い

現
状
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
よ
う
と
お
考

え
で
す
か
。

 

答   

学
校
か
ら
毎
月
「
居
残
簿
」
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
居
残
り
が
多
い
教
職
員
に

対
し
て
は
校
長
か
ら
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

居
残
り
簿
は
、
そ
の
日
の
最
後
に
退

校
し
た
職
員
の
時
間
を
記
入
す
る
だ
け
で
、

個
々
の
教
職
員
の
勤
務
時
間
を
把
握
す
る

も
の
で
は
な
い
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
「
早

く
帰
り
な
さ
い
」
だ
け
で
は
、
熱
心
に
指

導
に
当
ろ
う
と
す
る
教
職
員
の
勤
務
内
容

を
把
握
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
等
で
実
態
調
査
を
す
る
必
要

タ
ー
に
お
泊
ま
り
頂
け
れ
ば
現
状
を
よ
り

一
層
ご
理
解
頂
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

 

答   

視
察
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

 

答   

校
長
や
教
育
委
員
会
か
ら
働
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
奉
仕
の
精
神
が
大
切
で
あ
り
、

心
持
ち
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

浸食が著しい塩谷海岸
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般　

質　

問 

⑸

平
成
２3
年
村
上
産
玄
米
の

 

放
射
性
物
質
調
査
に
つ
い
て

平山　　耕 議員板垣　栄一 議員

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
は

防
災
行
政
無
線
に
適
切
な
情
報
を
！

　

問　  

県
で
は
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
る
た

め
「
23
年
産
米
の
出
荷
に
先
立
ち
、
玄
米

の
放
射
性
物
質
を
検
査
し
ま
す
」
と
発
表

し
、
既
に
実
施
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

結
果
は
、
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
地

域
は
な
く
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
上
市
産
米
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
県
が

行
う
検
査
で
す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
、
対
応
す
る
考
え
で
す
か
。
ま
た
、

　

問　  

認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

答   

認
定
農
業
者
の
育
成
と
地
域
農
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
認

定
農
業
者
協
議
会
の
運
営
経
費
に
対
す
る

補
助
金
」
と
し
て
、
23
年
度
は
18
万
１
千

円
を
運
営
費
補
助
と
し
、
事
業
費
補
助
と

し
て
は
、「
あ
さ
ひ
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
」

に
27
万
円
を
支
出
し
ま
す
。

　

問　  

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
衰
退
す
る

も
し
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
行
い
ま
す
か
。

 

答   

県
で
は
、
玄
米
の
調
査
を
早
生
品
種

45
点
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
29
点
の
う
ち
、
本
市

で
収
穫
の
早
い
箇
所
各
１
点
を
選
定
し
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
を
し
ま
す
。
９
月
３

日
に
市
内
で
採
取
さ
れ
た
検
体
検
査
の
結

果
、
玄
米
か
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
ず
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、

安
心
し
て
出
荷
・
販
売
が
で
き
ま
す
。

こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

神
林
地
区
の
認
定
農
業
者
の
総
会
に
お
い

て
も
「
会
に
対
す
る
助
成
、
補
助
が
少
な

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
。

 

答   

合
併
前
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
合
併
後
は
、
機
構

改
革
等
に
よ
り
運
営
費
補
助
は
削
減
さ
れ
、

そ
の
分
を
事
業
費
補
助
で
補
っ
て
い
ま
す
。

　

問　  

認
定
農
業
者
の
全
国
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

参
加
や
、
研
修
会
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
。

　

問　  

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
全
国
の
各
自
治
体

で
そ
の
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

答   

該
当
と
な
り
ま
す
。

　

問　  

防
災
行
政
無
線
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
、
支
所
ご
と
で
違
い
は
あ
り
ま
す
か
。

 

答   

本
庁
及
び
各
支
所
に
お
い
て
は
、
各

地
区
の
屋
内
ま
た
は
屋
外
、
支
所
管
内
に

限
定
し
て
放
送
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、

局
地
的
な
大
雨
や
大
雪
等
に
よ
る
情
報
提

供
や
注
意
喚
起
、
道
路
の
通
行
止
め
等
、

状
況
に
応
じ
た
使
用
を
し
て
い
ま
す
。

　

問　  
国
道
３
４
５
号
の
荒
川
縁
新
田
と
福

田
地
内
を
結
ぶ
荒
川
に
架
か
る
旭
橋
が
、

大
雨
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
登
録
し
た
携
帯
電
話
に
配

信
さ
れ
る
市
の
防
災
メ
ー
ル
で
は
情
報
提

供
が
あ
り
ま
し
た
が
、
防
災
行
政
無
線
か

県
内
に
お
い
て
も
、
小
規
模
の
地
熱
、
水

力
を
活
用
し
た
発
電
へ
の
取
り
組
み
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
は
瀬
波
温
泉
も

あ
り
、
小
規
模
水
力
発
電
に
必
要
な
水
資

源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
取
り
組
む

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

答   

瀬
波
温
泉
に
お
い
て
、
県
が
以
前
行

っ
た
「
小
規
模
地
熱
発
電
導
入
の
可
能
性

調
査
」
で
は
、「
経
済
性
に
お
い
て
事
業

化
は
難
し
い
」
と
の
評
価
で
し
た
。
農
業

用
水
を
利
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に

つ
い
て
は
、
流
量
、
流
速
、
水
利
権
等
が

必
要
で
あ
る
等
、
条
件
整
備
に
課
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ら
の
情
報
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

 

答   

情
報
提
供
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、
反
省
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
協
議
を
し
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

収穫が行われている田

豪雨時の荒川（６月撮影）
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問 

⑹

小林　重平 議員長谷川　孝 議員

村
上
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

政
治
主
導
に
つ
い
て

投
票
時
間
と
投
票
所
に
つ
い
て

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
望
む

　

問　  

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
力
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
何
が
必
要
で
す
か
。

 

答   

市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
誠
意

と
情
熱
と
行
動
力
を
持
っ
て
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
行
政
運
営
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

問　  

危
機
に
遭
遇
し
た
時
に
凛
と
し
た
決

断
、
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
。

 

答   

危
機
管
理
、
あ
る
い
は
日
常
の
行
政

　

問　  

来
年
度
か
ら
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
も
と
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
国
の
指
針
は
示
さ
れ
ま
し
た

か
。

 

答   

国
か
ら
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
層

の
推
進
」
が
示
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

計
画
の
記
載
事
項
に
追
加
し
て
認
知
症
支

援
策
の
充
実
等
に
つ
い
て
地
域
の
実
状
を

踏
ま
え
た
内
容
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
よ

運
営
に
つ
い
て
も
ト
ッ
プ
は
、
一
つ
は
強

靭
な
精
神
力
、
そ
し
て
瞬
時
の
判
断
力
、

実
行
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
緊
急
時
に

も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

問　  

政
治
主
導
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

 

答   

官
僚
や
政
治
主
導
で
は
な
く
、
両
者

一
体
と
な
っ
た
行
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

問　  

今
回
の
職
員
の
不
祥
事
に
対
し
て
市

長
と
し
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

う
や
く
示
さ
れ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
ニ

ー
ズ
調
査
等
デ
ー
タ
を
提
供
し
な
が
ら
計

画
策
定
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　  

村
上
岩
船
福
祉
会
施
設
を
含
む
市
全

体
の
介
護
施
設
と
利
用
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

 

答   

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
５
施
設
の
定

員
数
が
３
７
０
人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
８

施
設
の
定
員
数
が
99
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
％
の
利
用
率
で
す
。
そ
の
他
で
は
、

 

答   

毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
ま
す
。

　

問　  

村
上
市
の
発
展
の
た
め
に
は
職
員
に

ミ
ス
を
恐
れ
ず
思
い
切
り
仕
事
を
や
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
責
任
は
市
長
が
持
つ
、
こ
の
一
体

感
が
あ
れ
ば
市
の
発
展
、
市
民
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
。

 

答   

全
く
そ
の
通
り
で
す
。
職
員
に
対
し
、

い
つ
も
そ
の
よ
う
に
申
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

村
上
市
中
心
部
と
旧
町
村
部
で
は
投

票
時
間
に
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
荒
川

地
区
の
投
票
所
は
５
カ
所
し
か
な
く
、
高

齢
者
は
投
票
に
行
き
づ
ら
い
と
思
い
ま
す

が
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

 

答   

合
併
前
の
旧
市
町
村
の
選
挙
管
理
委

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
７
施
設
に
お
い
て
１
６

員
会
に
お
い
て
、
選
挙
人
に
対
し
十
分
な

説
明
、
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
20
年

２
月
に
開
催
さ
れ
た
５
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
長
、
書
記
長
会
議
に
お
い
て
そ
れ

を
踏
襲
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
ま
す
。

８
人
の
定
員
数
に
対
し
、
利
用
率
87
・
１

％
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
８
施
設
で
は
１
９
２

人
の
定
員
に
対
し
て
利
用
率
75
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

問　  

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
の
３

年
間
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機

能
型
施
設
の
開
設
が
中
心
と
な
っ
た
が
、

待
機
者
の
多
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は

ど
の
よ
う
に
臨
む
の
で
し
ょ
う
か
。

 

答   

第
５
期
介
護
保
険
計
画
で
は
、
介
護

保
険
料
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
待
機

者
緩
和
の
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
施

設
の
増
設
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
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⑺

本間　清人 議員大滝　国吉 議員

地
域
教
育
の
今
後

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
に
つ
い
て

　

問　  

村
上
第
一
中
学
校
区
（
村
上
第
一
中
、

村
上
南
小
、
瀬
波
小
、
上
海
府
小
）
に
お

い
て
「
４
校
で
同
じ
取
り
組
み
を
し
よ
う
」

と
、
新
聞
社
説
の
書
き
写
し
を
し
て
い
ま

す
。
教
育
長
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

答   

社
会
情
勢
も
わ
か
り
、
国
語
の
力
も

身
に
付
き
大
変
良
い
こ
と
だ
と
市
教
育
委

員
会
で
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

小
中
学
校
に
お
い
て
携
帯
電
話
を
持

つ
児
童
、
生
徒
が
増
え
、
教
育
レ
ベ
ル
の

　

問　  

国
土
交
通
省
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
復
興
に
関
連
し
て
、
新
潟
と
青
森

を
結
ぶ
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
３

２
０
㎞
）
を
早
期
に
全
線
完
成
さ
せ
る
方

針
を
固
め
、
未
着
手
の
３
区
間
に
つ
い
て

数
年
で
事
業
に
着
手
し
、
そ
の
後
10
年
以

内
の
完
成
を
目
指
す
と
い
う
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

新
潟
県
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
イ
ン
タ
ー
か
ら

山
形
県
温
海
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
3６
㎞
区
間

低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

答   

メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
に
関
し
て
は
大

き
な
問
題
が
あ
り
、
校
長
会
や
教
頭
会
な

ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校

に
は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
徹
底
さ
せ
ま
す
。

　

問　  

各
学
校
に
お
け
る
休
日
の
グ
ラ
ン
ド

開
放
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

も
「
計
画
段
階
評
価
」
に
着
手
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
開
通
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入

れ
、
早
期
開
通
を
め
ざ
し
運
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
更
に
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
等
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
も
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域

が
高
速
道
路
を
活
用
し
、
活
性
化
す
る
よ

 

答   

各
学
校
に
よ
り
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
制
限
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
一
部
の
学
校
に
お
い
て
は
何

ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
を

考
え
制
限
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

問　  

過
去
10
年
も
の
間
に
、
約
１
千
人
以

上
の
児
童
、
生
徒
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
学
区
割
の
変
更
等
は
考
え
て
い
ま

す
か
。

 

答   

そ
の
よ
う
な
協
議
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
。

　

問　  

中
学
１
年
生
に
な
っ
た
途
端
、
学
習

や
生
活
の
変
化
に
な
じ
め
ず
不
登
校
や
、

い
じ
め
が
急
増
す
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

う
な
取
り
組
み
が
今
後
、
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

 

答   

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
命
を
守
る

道
路
で
あ
る
こ
と
や
安
定
的
な
輸
送
ル
ー

ト
確
保
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
、
観
光
交

流
の
活
性
化
等
を
挙
げ
、
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
の
事
業
化
と
共
に
地

域
が
活
性
化
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
強
み
で
あ
る
第
１
次
産
業
を
は

じ
め
、
歴
史
や
伝
統
文
化
、
特
産
品
、
自

然
景
観
な
ど
、
こ
の
地
域
固
有
の
資
源
が

て
も
、
複
式
学
級
の
児
童
が
大
規
模
校
に

入
学
し
ま
す
。
今
後
の
地
域
教
育
も
含
め

幼
保
・
小
・
中
が
一
体
と
な
っ
た
一
貫
校

等
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
答
弁
な
し
）

豊
富
に
あ
り
ま
す
の
で
、
各
地
の
ス
ポ
ッ

ト
を
結
び
、
さ
ら
に
高
速
道
路
に
よ
る
ア

ク
セ
ス
性
の
向
上
等
と
セ
ッ
ト
で
本
市
の

魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

日本海沿岸東北自動車道
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一　

般　

質　

問 

⑻

相馬　エイ 議員板垣千代子 議員

学
校
調
理
場
に
冷
房
設
置
を
！

放
射
線
測
定
器
の
購
入
を
！

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
に
つ
い
て

村
上
市
高
齢
者
除
雪
費
助
成
に
つ
い
て

市
に
対
す
る
寄
贈
品
に
つ
い
て

　

問　  

市
内
の
学
校
給
食
調
理
場
で
冷
房
設

備
が
な
い
の
は
、
単
独
調
理
場
４
カ
所
、

共
同
調
理
場
４
カ
所
で
す
。
室
温
が
40
度

以
上
の
中
、
首
ま
で
覆
う
作
業
帽
を
か
ぶ

り
、
汗
が
落
ち
る
中
で
の
作
業
は
過
酷
で
、

体
調
を
崩
す
職
員
も
い
ま
す
。
業
務
改
善

に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

 

答   

現
場
の
声
を
聞
き
、
十
分
に
調
査
し

改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　  

市
民
は
放
射
線
に
不
安
を
持
っ
て
い

　

問　  

市
庁
舎
及
び
各
施
設
、
学
校
関
連
施

設
に
お
い
て
、
遮
光
及
び
断
熱
効
果
が
期

待
さ
れ
る
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
の
取

り
組
み
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
す
。
県
の
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
は
９
月
ま

で
、
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
は
来
年
３
月
で
借

用
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
独
自
に
放
射
線

測
定
器
を
購
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

 

答   

市
で
は
補
正
予
算
で
サ
ー
ベ
イ
メ
ー

タ
２
台
を
購
入
予
定
で
す
。
月
１
回
、
57

カ
所
（
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
童
保
育
所
、

小
・
中
学
校
）
を
測
定
し
、
結
果
を
公
表

し
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
に
つ
い
て
は

来
年
度
予
算
で
購
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

答   

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
ほ
か
市
内
の
15
保
育
園
に
お

い
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎

な
ど
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
来
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

問　  

高
齢
者
除
雪
費
援
助
事
業
に
つ
い
て
、

こ
の
事
業
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

対
す
る
事
業
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
も

大
雪
だ
っ
た
た
め
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

　

問　  

災
害
時
や
安
全
安
心
で
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
保
健
師

や
消
防
士
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
す
。

職
員
採
用
は
３
割
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

保
健
師
、
消
防
士
に
お
い
て
は
体
制
強
化

依
頼
す
る
方
が
多
く
、
手
が
回
ら
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

答   

平
成
22
年
度
の
冬
に
つ
い
て
は
大
雪

だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
今
後
は
業
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
市
報
等
で
呼
び
か
け
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
作
業
員
の
確
保
及
び
体

制
づ
く
り
を
さ
ら
に
強
化
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　  
市
へ
の
寄
贈
品
に
つ
い
て
は
、
合
併

前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
市
に
寄
贈
さ

れ
た
絵
画
や
書
な
ど
の
多
く
が
市
民
の
目

に
触
れ
る
こ
と
な
く
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
寄

が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

答   

現
在
の
体
制
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

問　  

市
は
３
月
定
例
会
で
国
民
健
康
保
険

税
を
９
・
44
％
と
し
、
２
年
連
続
の
引
上

げ
を
し
ま
し
た
。
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
調
査
で
は
モ
デ
ル
世
帯
（
40
代
夫

婦
、
子
供
２
人
）
で
、
平
成
22
年
度
は
県

内
15
位
だ
っ
た
の
が
23
年
度
は
５
位
に
な

り
、
前
年
度
比
１
１
２
％
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
割
は
12
・
20
％
で
県
内
で
も
３
番
目

に
高
く
な
り
、
決
算
で
は
約
１
億
３
千
万

円
の
黒
字
で
し
た
。
引
上
げ
を
急
ぎ
過
ぎ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

答   

国
民
健
康
保
険
税
の
引
上
げ
を
急
い

だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

贈
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
目
に
触

れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。

 

答   

い
ま
現
在
、
市
に
寄
贈
さ
れ
公
共
施

設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
寄
贈
品
は
、
絵
画

や
書
、
工
芸
品
な
ど
30
点
あ
り
ま
す
。
寄

贈
者
の
意
向
に
沿
う
よ
う
、
ま
た
、
多
く

の
市
民
の
方

に
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、

今
後
検
討
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市への寄贈品（絵画）

みどりのカーテン

サーベイメータの例
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陳
情
及
び
請
願
の
審
査
結
果

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

「私立高校生が学費を心配せず学べるよ
うに、学費軽減助成と経常費助成の増
額・拡充を求める意見書」の採択に関す
る陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
 会　長　中　村　直　美 厚生文教常任委員会 願意了承し

意見書を提出

「緊急事態基本法」の早期制定を求める
意見書提出に関する陳情

アジアと日本の平和と安全を守る新潟フォーラム（準）
 事務次長　斉　藤　忠　男 総務常任委員会 願意了承せず

陳情書（荒川地域区長会）

荒川地域区長会　 会　長　松　田　昭　平
 副会長　南　　　　　明
 副会長　羽　田　佳　一
 監　事　石　山　虎之丞
 監　事　時　田　　　實

建設企業常任委員会 願意了承せず

請願の審議結果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

自然エネルギーの開発と普及、プログラ
ムを決めた原発からの撤退を求める意見
書提出に関する請願

原発問題住民運動新潟県連絡センター
 代表　関　根　征　士 相馬　エイ 総 務

常任委員会 不採択

「社会保障と税の一体改革」による消費
税の増税は行わないことをもとめる請願

消費税廃止新潟県各界連絡会
 代表　能　登　惣五郎 相馬　エイ 市 民 経 済

常任委員会 趣旨採択

30人以下学級の実現、義務教育費国庫負
担制度拡充に係る意見書の提出を求める
請願

新潟県教職員組合村上市岩船郡支部
 執行委員長　伴　田　寛　明 滝沢　武司 厚 生 文 教

常任委員会 採　択

議会を傍聴しませんか
　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴するこ
とができます。市政への知識を深めることや、市議会
の活動、市政の方針などを知ることができます。
　傍聴を希望される方は、会議当日、本庁舎５階にあ
る傍聴席入口前において「傍聴者カード」に住所・氏
名・年齢等をご記入ください。
　なお、団体での傍聴を希望される方は、席の都合も
ございますので、事前に議会事務局へお問い合わせく
ださい。

●問い合わせ　議会事務局　TEL	53−3219（直通）
●村上市議会　ホームページ
　　　http://www.city.murakami.lg.jp/gikai/

村上市観光キャラクター
「サケリン」

インターネットから
議会情報がわかります！

インターネットから
議会情報がわかります！

検 索村上市議会 を

　市議会ホームページでは、本会議一般質問な
どの模様を動画配信しています。
　また、情報公開の一環として、議会の予定や
議決結果、議長交際
費、会議録なども掲
載しています。
　ぜひご覧ください。

アクセスは検索サイトから

または
http://www.city.murakami.lg.jp/gikai/

市議会ホームページ
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鯖
江
市
議
会
と
の
交
流
会

　江戸時代に村上藩主間部詮言公が鯖江藩に所替えとなったのが縁で、姉妹都市交流
を続けている鯖江市から、市議会議員12名が、９月29日～30日に村上市を訪問、当市
議会議員との交流会が開催されました。
　今年は姉妹都市交流がスタートした昭和56年から数え30周年を迎える節目の年。
　まず面談会では鯖江市の平岡忠昭議長をはじめ常
任委員長、会派代表者12名の議員の方々と、村上
市議会からは佐藤議長ほか16名が参加し、自己紹
介や近況報告が行われました。その後、間部家の菩
提寺である寺町の浄念寺を参拝し、「町屋の屏風ま
つり」開催中であることから、町娘コンシェルジュ
の案内により、市内を散策しました。また、懇親会
では、地酒や鮭
料理を味わいな
がら、市政につ
い て 意 見 交 換
し、親睦を深め
ました。

12月定例会は、支所で委員会が開催されます !

姉妹都市鯖江市との議員交流今年が交流30周年

　12月定例会は各支所で常任委員会を開催いたします。
　市政を知る機会ですので、ぜひ傍聴においで下さい。
　日程は下記のとおりです。

日　　　時 委員会名 場　　所

12月14日㈬ 午前10時～ 総　　務 荒川支所旧議場

12月15日㈭ 午前10時～ 市民経済 朝日支所旧議場

12月16日㈮ 午前10時～ 厚生文教 神林支所旧議場

12月19日㈪ 午前10時～ 建設企業 山北支所旧議場

※この日程は予定ですので、変更になる場合もあります。

●お問い合わせ 議会事務局　℡53-3219（直通）
●村上市議会 ホームページ　http://www.city.murakami.lg.jp/gikai/

荒川支所旧議場で開催された
市民経済常任委員会（６月定例会）
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秋
も
深
ま
り
今
年
も
残

す
と
こ
ろ
１
か
月
半
と
な

り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
始
ま

り
豪
雨
、
台
風
と
災
害
の

多
い
１
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
経
済
は
一
流
、
政

治
は
三
流
と
言
わ
れ
る
日

本
の
い
ま
だ
先
が
見
え
な

い
震
災
復
興
、
原
子
力
発

電
所
事
故
の
終
息
、
円
高

に
よ
る
不
景
気
と
三
流
の

政
治
に
頼
る
こ
と
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
８
月
末
に

誕
生
し
た
野
田
政
権
は
マ

ス
コ
ミ
に
流
さ
れ
な
い
自

己
完
結
型
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
小
田
信
人
）

　
　
　

 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 

委 

員 

長　

滝
沢　

武
司

 

副
委
員
長　

鈴
木
い
せ
子

 

委　
　

員　

板
垣
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議会の動き（抜粋）
《H23.8.1 ～ H23.10.31》

●　８　月　●
２日　日沿道新潟山形県境要望活動（東京都）
４日　東北日本海沿岸市町村議会協議会（東京都）
　　　建設企業常任委員会所管事務調査
８日　議会運営委員会
11日　市民ネットワークとの懇談会
　　　市民経済常任委員会所管事務調査
19日　会派代表者会議
22日　東北日本海沿岸市町村議会協議会総会
 （秋田県由利本庄市）
24日　全員協議会
25日　議会運営委員会
　　　新潟県市議会議長会秋季定期総会（五泉市）

●　９　月　●
１日　第３回　定例会（～27日）
　　　議会広報特別委員会・全員協議会
７日　全員協議会
９日　総務常任委員会（～12日）
13日　市民経済常任委員会（～14日）
15日　厚生文教常任委員会（～1６日）
　　　日沿道要望活動（新潟市・仙台市）
20日　建設企業常任委員会（～21日）
27日　定例会最終日
　　　議会運営委員会・全員協議会
29日　福井県鯖江市議会との交流会

●　10　月　●
５日　茨城県大子町議会行政視察来市
　　　（協働のまちづくり及び防災関連）
13日　山形県河北町議会行政視察来市
　　　（協働のまちづくり関連）
17日　議会運営委員会
18日　総務常任委員会所管事務調査
19日　十日町議会視察来市（有機センター関連）
22日　県立坂町病院活性化促進大会
25日　議会広報特別委員会
2６日　東北日本海沿岸市町村議会協議会
　　　中央要望（東京都）
27日　静岡県熱海市議会視察来市
　　　（観光誘客及び観光振興計画関連）
29日　新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊町）
31日　議会運営委員会行政視察（～１日）
　　　（東京都多摩市・埼玉県所沢市）
　　　林道海府線開設事業促進協議会視察研修
　　　　　　　　　　　　　　（山形県小国町）

12/ ６日 ㈫ 定例会初日（本会議）

８日 ㈭ 一般質問（本会議）

９日 ㈮ 一般質問（本会議）

12日 ㈪ 一般質問（本会議）

13日 ㈫ 一般質問（本会議）

14日 ㈬ 総務常任委員会
（荒川支所旧議場）

15日 ㈭ 市民経済常任委員会
（朝日支所旧議場）

16日 ㈮ 厚生文教常任委員会
（神林支所旧議場）

19日 ㈪ 建設企業常任委員会
（山北支所旧議場）

22日 ㈭ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

第４回定例会のお知らせ（予定）
平成23年度


